
 

 

消化管の造影検査・治療を受けられる患者さん・ご家族へ 

造影剤「ガストログラフィン」供給不足に伴う「オムニパーク 300/350」の代替使
用について 

 

当院では、消化管造影に使用する「ガストログラフィン経口・注腸用」の供給不足に伴い、必
要な検査・処置を継続するため、院内の倫理委員会で審査・承認のうえ、「オムニパーク
300/350」（一般名：イオヘキソール）を代替薬として使用する場合があります。 

 

対象となる患者さん 

消化管造影に使用する 

 

使用する薬剤について 

オムニパークは、国内では主に注射用ヨード造影剤として承認されています。今回のように消
化管内へ投与する方法は国内で承認された用法ではないため、「適応外使用」にあたります。
一方、非イオン性ヨード造影剤を消化管造影に使用する方法には海外での承認・使用実績があ
り、海外ガイドライン、医学文献および国内医療機関でも使用例が報告されています。 
 

使用目的 

消化管の形状や通過状態、狭窄、穿孔、瘻孔、手術後の縫合不全などを確認する目的で使用し
ます。検査目的や患者さんの状態に応じて、必要最小限の量を使用します。 

 

予想される副作用 

オムニパークは、通常の消化管造影剤「ガストログラフィン」と同様にアレルギー反応などの
副作用が生じる可能性があります。 
 

費用について 

本剤の使用は、ガストログラフィンの供給不足に伴い必要な検査・処置を継続するために行う
代替使用です。 

通常の保険診療と同様の扱いとなります。 
 

患者さんの意思について 

本使用について詳しい説明を希望される場合、または本剤の使用を希望されない場合は、担当
医または医療スタッフへお申し出ください。お申し出によって、今後の診療で不利益を受ける
ことはありません。 
 

使用期間 

ガストログラフィンの安定供給が再開し、通常診療で十分に使用できる状況となるまでの期間
を予定しています。 
 

同意について 

この代替使用にあたっては、病院ホームページおよび院内掲示にて情報公開することに加え、
対象の方には説明し同意をとった上で検査を行います。 

本代替え薬「オムニパーク 300/350」の使用に同意されない場合、またはご質問がある場合
は、主治医または検査担当医師までお申し出ください。 
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